
ＤＸ推進セミナーの受講生募集！

ChatGPTは我々の仕事をいかにかえるのか？
AIを活用して利益を最大化する秘訣を身に付けよう!

～小規模事業者でも活用できるAIやデジタル技術～

現代のビジネス環境は、急速な技術の進歩やグローバル化の進展などが見受けられます。

デジタル技術の進歩は、ビジネスに大きな影響を与えるため、Ａ Ｉ技術が、効率的なプロセス

や新たなビジネスモデルの創造を可能にしています。

しかし、どうやって売上ＵＰや販路拡大をするのか、AIやデジタル技術についての知識がな

く、活用方法がわからないという悩みもあります。そのような理由から新しいアプローチやAI

の活用に踏み出しにくい状況にあります。

そこで！本セミナーでＣｈａ ｔＧＰＴなどの生成系AIを活用して、便利な使い方など具体的な

方法やアプローチを学びます！ＣｈａｔＧＰＴの活用は、顧客の問題解決や情報提供をサポート

し、作業時間の削減や生産性の向上が期待できます。

令和５年度

『たはら商人道場Ⅲ』

【日 程】
第１回７月１０日（月）14:00～16:00

第２回７月１２日（水）14:00～16:00

【会 場】渥美商工会館 ２階会議室（Wi-Fi環境有り）
（〒441-3613 田原市古田町宮ノ前３２番地６）

【対 象 者】原則、田原市内で事業を営んでいる方

【定 員】１５名（先着順）

【受 講 料】無料

【申込方法】ＦＡＸまたはメール
ＱＲコードからできます。

【問合せ・お申込先】
■渥美商工会
TEL0531-33-0441 FAX0531-34-3121
✉ info@atsumi.or.jp

受講申込書

氏 名 商工会員 or 非会員
ふ り が な

事業所名 業 種

〒 － 田原市

住 所 （電話） （FAX）

パソコンでの送受信可能なメールアドレス（携帯メールアドレスはご遠慮ください。）をご記入ください。

（E-Mail） ＠

【講師プロフィール】
タテマツデジタル
ソ リ ュ ー シ ョ ン
（株）

代表取締役

立松 直文 氏
たてまつ なおふみ

中小企業のデジタル課題を解決し、ＡＩ活
用を推進するエバンジェリストとして、ウ
ェブ集客のノウハウを活かし、多くの企業
の集客力と売上向上に貢献されています。

■会社名
タテマツデジタルソリューション(株)

■得意分野
ＡＩ活用、ネット広告、デジタル集客
ホームページ、ソーシャルメディア活用
デジタルマーケティング支援
アプリケーション開発

■経歴等
公的支援機関のＩＴ専門相談員
インターネット業界、Google Partner他



セミナー参加のメリット

回 数 日 時 内 容

第１回 ７月１０日（月） 14:00 ～ 16:00 知っておきたいAIの基礎知識から実際にChatＧ
ＰＴなどの活用方法を習得しよう！

ChatGPTなどの生成系AIを活
用することで中小企業経営者 ■ＡＩ基礎知識（ChatGPTの機能と使い方など）
が、効果的に利益を出す仕組 ■小売、卸売、サービス業での活用事例
みを提案します。 ■工業系企業での活用事例

■おすすめのAIPRMの使い方
（ChatGPTをさらに便利にする機能！）

■ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄによる情報発信ｶﾚﾝﾀﾞｰの作成

第２回 ７月１２日（水） 14:00 ～ 16:00 AIビジネスであなたの会社も効率的なビジネス
プロセスを構築しよう！

実際にＣｈａｔＧＰＴやＡＩ
ＰＲＭを使って、具体的な活 ■商品紹介ページやブログ記事を書いてみよう！
用を実践してみます。まずは ■画像生成サービスで画像を作ろう！
ＡＩの凄さを知ってみましょ ■ページ拡散用のＳＮＳ投稿を作ろう！
う！ ■自社に必要なＡＩツールを探す方法を紹介！

「ChatGPTは世界の根底を変える」！？

【ちょっとご紹介】中小機構「 ＩＴプラットフォーム」

ＩＴ導入に役立つ６つのツールが用意されています！

（情報検索、専門家相談、 ＩＴ診断、補助金、ＥＣ）

ご興味がある方はご覧ください。※スマホで見れます。

※ 本講座では「たはら商人道場Ⅲ」でしか聞けないお話もいたします！

１．講師の指導のもと実用できるところまで教えます。
※パソコン、タブレットなどの情報発信に利用する端末の基本操作と登録に必要なメールアドレスは覚えてきてください。

（ネット通信ができるパソコンやタブレットのいずれかをご用意ください。）

２．販売促進費を抑えた、効果的な情報発信のノウハウが身に付きます。

３．AI の活用により戦略的な意思決定や顧客の満足度を向上させます。

ChatGPT はサービス開始から、約 2 ヶ月で月間ユーザーが１億人を突破し、
史上最速で急成長するアプリケーションです。コンピュータープログラム

の確認・修正やデータ集計をはじめとするビジネス面での活用はもちろん、

メールの文案から食事のレシピまで人間に提示してくれ、対話型 AI の出現
によって、急速な技術革新の競争がスタートしました。AI の発展は間違い
なく、仕事の効率ＵＰを急ぐ世界中の企業から熱視線が送られています。


